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新しい年を迎えました 今年もよろしくお願いいたします
１月10日（火）子供たちが元気に登校し、第３学期が始まりました。
始業式では、２つのことを話しました。
一つは、目当てや目標の決め方です。以前の自分を振り返り、自分

が努力してできそうなことにすることが大切であること。
もう一つは、３学期は学年で一番短い学期ですが、学年のまとめと

次の学年の準備となる大切な学期であり、学校や学年の行事に一生懸命に取り
組んでほしいことです。今学期も一人一人の子供たちの目当てや願いが達成できるよ
う、教職員一同、力を合わせて取り組んでまいります。ご支援・ご協力をよろしくお
願いいたします。

始業式の後、昨年と同じように密になるのを避けて分
散して行いました。３～６年生は、毛筆。１、２年生は
硬筆です。一生懸命に自分の力を出し切ろうと書いてい
る子供たちの姿から、真剣さや緊張感が伝わってきまし
た。入選に選ばれた中から以下の３名が堀岡小学校の代
表として県書初大会に参加します。

１年 村田 悠惺さん ３年 飯山 怜志さん ６年 谷村 優希さん

給食委員会が中心になって、給食の食材のクイズを行い、給食の配膳準備をしてい
ただいている配膳員の岩木さんと用務員の今庄さんに感謝のメッセージを伝えました。
そうして食材そのもののいのちや給食に関わっている人に感謝をすることをみんなに
呼びかけました。こうした取組は、食育や SDGs の目標の中のつくる責任（生産＝食
材をつくる、給食を準備する等）、つかう責任（消費する＝食べる）に繋がる活動とな
ります。ご家庭でも食事を通して話題にしていただければと思います。SDGs に繋がる
活動は、他の委員会でも行っています。

今年は雪が積もっていないので、天気がよい日は、子供
たちがグラウンドで友達と思いっ切り体を動かしている姿
をよく見ます。先日も、１年生が立山連峰の景色をバック
に凧あげを楽しんでいました。また、３学期から休み時間
のボールの使用が始まりました。サッカーやドッジボール
で友達と遊んでいます。コロナ禍の制限された中ですが、
どの学年もたくましく成長しているのを感じました。

書初大会 １月10日（火）

コロナ禍でも元気な堀岡っ子たち

給食ありがとう集会 1月19日（木）

学校だより

＜４、５年生 体育館＞

＜ドッジボール 体育館＞



保護者の皆様には「２学期を振り返って」のアンケートにご協力をいただき、あり
がとうございます。本年度の重点目標（アクションプラン）に対する２学期の結果を
報告します。その他の結果については、裏面をご覧ください。

達成度 ※参考（アンケートや教職員評価より）
アクションプラン（子供の具体的な行動目標）

【目標値 ％】 月 児童 保護者 教職員

<確かな学力> １日１回は自分と友達の考えを比べ ７月 74％ 50％
学び合う子供 て表現する。【80％】 12月 79％ 75％

<豊かな心> 目を合わせて、元気な「ほがらか」 前年度末 86％ 87％ 75％
認め励まし合う子供 挨拶をする。【80％】 7月 91％ 86％ 100％

<健やかな体> 時間の使い方を見直し、早寝の習慣 7月 73％ 55％ 58％
鍛え合う子供 を身に付ける。【80％】 12月 74％ 60％ 75％

地域や保護者の皆様の意見を基に、成果と課題を振り返り、３学期は下記のことに
重点的に取り組んでいきます。子供たちには、各担当者の先生が放送で伝えました。
<確かな学力>を身に付けるために
・「つなげる言葉」を意識した授業を行い、３学期はクラスでよく使う「つなぎ言葉」を
加え、その学年の財産とする。そのつなぎ言葉の掲示物を次学年に持ち上がる。

・意見をつなぐことができるように、特に低学年の間に話型を使って話す練習を重ね、積
極的に授業の中で話型を取り入れた授業を進める。

・高学年では、比べて聞き、考えている姿を賞賛し、話型の他にも比べて表現する内容を
広げていく。

<豊かな心>を育むために
・あいさつの標語を募集し掲示し、挨拶に対する意識を高める。
・運営委員会で上手な挨拶をする子供を見付けてその様子を撮影し紹介して見本とする。
また、児童玄関前のよい挨拶の様子を録画して放送を行い、意欲を高める。

・学年で「あいさつ協調デー」を設け、児童玄関や廊下、各教室で啓発運動を行う。

<健やかな体>をつくるために
・２学期に実施した早寝アンケートの結果や児童保健集会での資料を常時掲載し、意識化
を図る。

・学年で早寝チェック日を決めて実施し、みんなで早寝に取り組んでいるという達成感を
味わい、習慣化への意欲を高める。

・体育健康委員会で早寝を呼びかける校内放送を行い、全校体制で取り組んでいる意識を
もつ。

ご理解とご協力をお願いいたします。

寒くなり、以前から手袋の使用を子供たちに呼びかけていますが、ポケットに手
を突っ込んだり、袖に引っ込めたりしている姿を見かけます。とっさの場合、手で
身を守ることができず、けがにつながります。ぜひ手袋の使用をお願いいたします。

学校評価と３学期の取組について

お願いします～手袋の使用～


